
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　調理器具及び食卓用食器具から調理汚れ、焼きつき汚れ又は焦げつき汚れを除去する硬
質表面用洗浄性組成物であって、前記組成物が、
　（ａ）以下 を含有する有機溶媒系
　　ｉ）

有機アミン溶媒 、
　　ｉｉ）

　　ここで、

　（ｂ
界面活性剤

を含有し、２４．５ｍＮ／ｍ未満の液体表面張力を有する前記組成物。
【請求項２】
　組成物が、１０％蒸留水溶液として測定するとき、少なくとも１０．５のｐＨを有する
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のｉ）及びｉｉ） １０重量％～４０重量％と、
アルカノールアミン、アルキルアミン、アルキレンアミン及びこれらの混合物か

ら選択される １重量％～１５重量％
エチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエ

ーテル、エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテ
ル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテ
ル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、ジプロピレングリコールモノブチルエー
テル、エチレングリコールフェニルエーテル及びこれらの混合物から選択されるグリコー
ルエーテル溶媒

有機アミン溶媒とグリコールエーテル溶媒との重量比は３：１～１：３であ
る；

）陰イオン性界面活性剤、両性界面活性剤、双極性界面活性剤、非イオン性界面活
性剤、半極性界面活性剤及びこれらの混合物から選択される ０．０５重量％～
１０重量％と



請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　合成スメクタイト型粘土、天然ゴム類及びこれらの混合物から選択される増粘剤を更に
含有する請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　２価の陽イオンを有する塩、とりわけマグネシウムを更に含有する請求項１に記載の組
成物。
【請求項５】
　溶媒臭マスキング用の香料又は香料ベースを更に含有する請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　香料又は香料ベースが、イオノン又はイオノン混合物を含有する請求項 に記載の組成
物。
【請求項７】
　シクロデキストリン悪臭制御剤を更に含有する請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　調理器具及び食卓用食器具から調理汚れ、焼きつき汚れ又は焦げつき汚れを除去する方
法であって、請求項１～ のいずれか１項に記載の硬質表面用洗浄性組成物で調理器具／
食卓用食器具を処理することを含む前記方法。
【請求項９】
　手動又は自動で食器を洗浄する前に、硬質表面用洗浄性組成物で調理器具／食卓用食器
具を前処理する工程を含む請求項 に記載の方法。
【請求項１０】
　手動又は自動で食器を洗浄する前に、硬質表面用洗浄性組成物で調理器具／食卓用食器
具を前処理し、汚れが十分に膨潤するまで前処理した調理器具／食卓用食器具をクリング
フィルム（ cling film）で覆う工程を含む請求項 に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（産業上の利用分野）
本発明は硬質表面用洗浄性組成物の分野における発明であり、特に調理器具及び食卓用食
器具から調理汚れ、焼きつき汚れ及び焦げつき汚れを除去するのに好適な製品及び方法に
関する。
【０００２】
（発明の背景）
調理汚れ、焼きつき汚れ及び焦げつき汚れは、表面から除去するのが最も困難な汚れの一
種である。伝統的に、調理器具及び食卓用食器具から調理汚れ、焼きつき汚れ及び焦げつ
き汚れを除去するには、機械的に洗浄する前に汚れた物品を水に浸けることが必要である
。自動食器洗い機による方法だけでは、調理汚れ、焼きつき汚れ及び焦げつき汚れを十分
に除去することは難しいと考えられる。手で食器を洗う方法では、調理汚れ、焼きつき汚
れ及び焦げつき汚れを除去するために強くこする必要があり、安全性や調理器具／食卓用
食器具の状態に有害なことがある。
【０００３】
調理汚れ、焼きつき汚れ及び焦げつき汚れを除去しやすくするには、溶媒を含有する洗浄
性組成物を使用することが当該技術分野において既知である。例えば、米国特許第５，１
０２，５７３号では、調理汚れ、焼きつき汚れ又は乾燥した食品かすで汚れた硬質表面を
処理する方法を提示している。この方法では、汚れた物品にプレスポット用組成物を滴下
する。滴下する組成物は、界面活性剤、ビルダー、アミン及び溶媒を含有する。米国特許
第５，９２９，００７号では、固くなったり、乾燥したり、あるいは焼きついた油汚れの
沈着物を除去するために、硬質表面用水性洗浄性組成物を提示している。この組成物は、
非イオン性界面活性剤、キレート化剤、腐食剤、グリコールエーテル溶媒系、有機アミン
及び再付着防止剤を含有する。ＷＯ－Ａ－９４／２８１０８号は、希釈してより粘稠な使
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用溶液を作成することができる水性洗浄剤濃縮組成物を開示している。この使用溶液は、
棹状ミセル増粘剤組成物、低分子アルキルグリコールエーテル溶媒及び硬質金属イオン封
鎖剤による効果的な粘稠度を有する。その適用例として、食品の焼きつき汚れで覆われた
、基本的に垂直な表面を少なくとも１つ有する調理準備器具を洗浄する方法について記述
している。ただし、実際には、いずれの発明も金属やその他の基材から焼きついて重合し
た汚れを除去するのに非常に有効であると確認されてはいない。
従って、食品の調理汚れ、焼きつき又は焦げつきで汚れた調理器具及び食卓用食器具を洗
浄する前に使用し、これらの除去が困難な食品かすを洗浄しやすくする洗浄性組成物及び
方法が依然として求められている。また、焼きつき汚れの除去に更に効果的な洗浄性組成
物及び方法も依然として求められている。
【０００４】
（発明の概要）
本発明の第１の観点では、調理汚れ、焼きつき汚れ及び焦げつき汚れ（油脂、肉類、乳製
品、果物、パスタ及びその他の特に調理後の除去が難しい食品など）を調理器具及び食卓
用食器具（ステンレススチール、ガラス、プラスチック、木及び陶器製の物品を含む）か
ら除去するための硬質表面用洗浄性組成物を提供し、この組成物は有機アミン溶媒を含有
する。一般的に、組成物は、約２６ｍＮ／ｍ未満、好ましくは約２５ｍＮ／ｍ未満、更に
好ましくは約２４．５ｍＮ／ｍ未満、より好ましくは約２４ｍＮ／ｍ未満の液体表面張力
を有し、１０％蒸留水溶液として測定するとき、少なくとも１０．５のｐＨを有する。有
機アミン溶媒は、本明細書の組成物中に有効な量で存在する。この有効な量とは、調理汚
れ、焼きつき汚れ及び焦げつき汚れを機能的に除去できる量である。液体表面張力が低く
、ｐＨが高い状態において、有機アミン溶媒は、調理汚れ、焼きつき汚れ及び焦げつき汚
れの膨潤剤、水和剤又はその他の溶媒和剤として働くことができ、これに関連して効果を
発揮する。汚れ膨潤剤とは、本明細書において調理汚れ、焼きつき汚れ及び焦げつき汚れ
が沈着した基材を汚れ膨潤剤で処理すると、外部摩擦力を加えなくても、これらの汚れを
膨潤させることができる物質又は組成物であると考えられる。汚れ膨潤効果は、汚れ膨潤
指数で表すことができる。
【０００５】
本発明の組成物は、１０％蒸留水溶液として測定するとき、少なくとも約１０．５、好ま
しくは約１１～約１４、更に好ましくは約１１．５～約１３．５のｐＨを有することが好
ましい。調理汚れ、焼きつき汚れ及び焦げつき汚れを洗浄する場合、洗浄性能は、洗浄性
組成物のｐＨの高さとある程度関連がある。ただし、調理油などの一部の酸性汚れには、
ｐＨを高く保つために予備アルカリ性であることが望ましい。その一方で、ユーザの皮膚
を傷めないように、予備アルカリ性は高すぎないことが必要である。従って、本発明の組
成物は、約５未満、好ましくは約４未満、とりわけ約３未満の予備アルカリ性を有するこ
とが好ましい。「予備アルカリ性」とは、本明細書で用いる場合、酸が存在していてもｐ
Ｈをアルカリ性に保つことができる組成物の能力のことを言う。これは、予備アルカリを
十分に有する組成物が添加された酸を処理してｐＨを保てるということと関係がある。更
に具体的には、予備アルカリ性は、ｐＨが９．５より高い製品の１００ｃｃ当たりのＮａ
ＯＨのグラム数として定義される。溶液の予備アルカリ性は、以下の方法で測定する。
【０００６】
ｐＨ４、７、及び１０の緩衝液（又は予想されるｐＨ範囲の緩衝液）を使用して、ガラス
ｐＨ電極の MettlerＤＧ１１５－ＳＣが付いた自動滴定装置の MettlerＤＬ７７を較正する
。蒸留水を使用して、測定する組成物の１％溶液を調製する。試料の重量を記録する。１
％溶液のｐＨを測定し、０．２５ＮのＨＣｌ溶液を使用して、ｐＨが９．５になるまで溶
液を滴定する。以下の方法で予備アルカリ性（ＲＡ）を計算する。
ＲＡ＝ＮａＯＨの割合×比重
ＮａＯＨの割合＝ＨＣｌのｍｌ×ＨＣｌの規定度×４０×１００／アリコート滴定された
試料の重量（ｇ）×１０００
本発明の組成物に、陰イオン性界面活性剤、両性界面活性剤、双極性界面活性剤、非イオ
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ン性界面活性剤、半極性界面活性剤及びこれらの混合物から選択される界面活性剤を低濃
度で添加すると、洗浄作用が高まり、ユーザの皮膚の保護にも役立つ。好ましい界面活性
剤の濃度は、約０．０５％～約１０％、好ましくは約０．０９％～約５％、更に好ましく
は約０．１％～約２％である。本明細書に用いるのに好ましい界面活性剤は、アミンオキ
シド界面活性剤である。
【０００７】
汚れ膨潤指数（ＳＳＩ）とは、汚れを物質又は組成物で処理して処理前後の汚れの厚さを
比較して、増加した汚れの厚さを測定した値である。理論により限定されないが、汚れの
厚みが増すのは、少なくとも部分的には、汚れの水和又は溶媒和によるものと考えられる
。汚れが膨潤すると、力を加えなくても、あるいは最低限の力を加えただけで、汚れを簡
単に除去することができる。この最低限の力には、例えば、拭き取り、すすぎ、手動又は
自動食器洗いがある。汚れの厚さの変化を測定し、ＳＳＩとして表す。
【０００８】
汚れを膨潤させるのに必要な物質又は組成物の量は、物質又は組成物の性質によると考え
られ、定例の実験により決定することができる。汚れの膨潤に影響するその他の条件（例
えば、ｐＨ、温度及び処理時間）も、定例の実験により決定することができる。ただし、
本明細書において好ましい物質又は組成物は有機アミンであり、ガラスや金属基材上の重
合油脂又は炭水化物汚れなどの、調理汚れ、焼きつき汚れ及び焦げつき汚れを膨潤させる
のに有効である。有機アミンを２０℃で４５分以内、好ましくは３０分以内、更に好まし
くは２０分以内の間、汚れに接触させると、５％水溶液、ｐＨ１２．８において、少なく
とも約１５％、好ましくは少なくとも約２０％、更に好ましくは少なくとも約３０％、と
りわけ少なくとも約５０％のＳＳＩを示す。また、最終組成物が少なくとも約１００％、
好ましくは少なくとも約２００％、更に好ましくは少なくとも約５００％のＳＳＩを有す
るように、有機アミンを選択することも好ましい。このとき、最終組成物のＳＳＩは、上
記と同じ処理時間及び温度条件で、希釈しない原液として測定する。本明細書において非
常に好ましい汚れ膨潤剤及び最終組成物は、以下に記載する方法に従うとき、重合油脂汚
れに必要なＳＳＩ値を満たすものである。
【０００９】
本明細書において、ＳＳＩは、光学式外観検査により、例えば走査型白色光干渉計の Zygo
 NewView５０３０を使用して測定する。重合油脂の試料を調整する。この試料は、ステン
レススチール製金属片上に重合油脂を刷毛で塗ったもので、試料調整法は、重合油脂除去
指数の測定について取り上げる節で後述する。次に、端の厚さが約１０μｍの小液滴の油
脂試料について、光学式外観検査を行う。走査型白色光干渉法による画像を撮影し、処理
前（Ｓ i）及び処理後（Ｓ f）の汚れの液滴の厚さを測定する。干渉計（ Mirau２０倍対物
レンズを有する Zygo NewView５０３０）は、入射光を干渉計の内部の基準表面に向かう光
線と試料に向かう光線に分離させる。光線は反射した後、干渉計の内部で再び結合し、互
いに強め合ったり（建築的干渉）、互いに打ち消し合ったり（破壊的干渉）して、明暗の
干渉縞が現れる。ＣＣＤ（電荷結合素子）カメラを使用してデータを記録し、干渉計のソ
フトウェアで周波数領域分析を行い、データを処理する。その後、得られた画像サイズ（
画素）を実際のサイズ（μｍ又はｍｍ）に変換する。ステンレススチール製金属片上の汚
れの厚さ（Ｓ i）を測定した後、ステンレススチール製金属片を室温で一定時間、本発明
の組成物中に浸し、上記の方法を繰り返して、汚れの厚さ（Ｓ f）を測定する。必要な場
合には、十分な数の液滴及び試料で操作を繰り返し、統計的有意性を与える。
【００１０】
以下の方法でＳＳＩを計算する。
ＳＳＩ＝［（Ｓ f－Ｓ i）／Ｓ i］×１００
本明細書の組成物は、非常に低い液体表面張力と、重合油脂でコーティングした基材上の
接触角に特徴を有する。本発明の好ましい実施例では、組成物は、重合油脂でコーティン
グしたガラス基材上で、２５℃において約２０°未満、好ましくは約１０°未満、更に好
ましくは約５°未満の前進接触角を示すように選択する。
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【００１１】
接触角の測定方法は以下のとおりである。試料プレート（調製方法は後述する）を液体に
浸けた後、引き上げて、接触角を Wilhelmy法に従って計算する。沈めた深さに応じて試料
に加わった力を測定する（表面張力計の KrussＫ１２及び SystemＫ１２１というソフトウ
ェアを使用する）。この力は固体表面上の液体の接触角に比例する。試料プレートは以下
のように調製する。キャノーラ油３０～５０ｇをビーカー内にスプレーする。キャノーラ
油にスライドガラス（３×９×０ .１ｃｍ）を浸け、表面を完全に覆う。これにより、表
面上に均一に分散した油の層ができる。油約０．５ｇが放出され、油が均一に広がるまで
、スライドガラスの表面上にできる生成物の重量を調整する。調整後、スライドガラスを
２５０℃で２０分焼き、室温まで放冷する。
本発明の別の観点では、調理器具及び食卓用食器具から調理汚れ、焼きつき汚れ及び焦げ
つき汚れを除去する硬質表面用洗浄性組成物を提供し、この組成物は有機アミン溶媒を含
有し、重合油脂でコーティングしたガラス基材上で、２５℃において約２０°未満、好ま
しくは約１０°未満、更に好ましくは約５°未満の前進接触角を示す。
【００１２】
本発明の組成物は、更に拡散助剤を含有することができる。拡散助剤は、有機アミンと汚
れの間の界面張力を減らすように働くため、有機アミンは汚れの湿潤性を高めることがで
きる。本明細書の組成物に拡散助剤を添加すると、拡散助剤は組成物の表面張力を下げる
ことができる。このとき、拡散助剤は、拡散助剤自体の表面張力より組成物の表面張力を
下げることができるものが好ましい。特に有用な拡散助剤は、表面張力を約２６ｍＮ／ｍ
未満、好ましくは約２４．５ｍＮ／ｍ未満、更に好ましくは約２４ｍＮ／ｍ未満、とりわ
け約２３．５ｍＮ／ｍ未満に下げることができるものである。表面張力は、本明細書では
２５℃で測定する。
理論に縛られることは望ましくないが、有機アミンは汚れに浸透し、汚れを水和させると
考えられている。拡散助剤は、有機アミンと汚れの間の界面作用を促進し、汚れの膨潤を
助ける。汚れの浸透及び膨潤により、汚れと基材間の結合力が弱まると考えられる。得ら
れた組成物は、焼きついた重合汚れを金属基材から除去するのに特に有効である。
【００１３】
本明細書に用いる拡散助剤は、一般に有機溶媒、湿潤剤及びこれらの混合物から選択する
ことができる。好ましい実施例では、拡散助剤の液体表面張力は、約３０ｍＮ／ｍ未満、
好ましくは約２８ｍＮ／ｍ未満、更に好ましくは約２６ｍＮ／ｍ未満、最も好ましくは約
２４．５ｍＮ／ｍ未満である。拡散助剤として機能できる好適な有機溶媒には、アルコー
ル溶媒、グリコール及びグリコール誘導体及びこれらの混合物が含まれる。本明細書に用
いるのに好ましい拡散助剤は、ジエチレングリコールモノブチルエーテル及びプロピレン
グリコールブチルエーテルの混合物である。
本明細書において、拡散助剤として使用するのに好適な湿潤剤は界面活性剤であり、これ
には、陰イオン性界面活性剤、両性界面活性剤、双極性界面活性剤、非イオン性界面活性
剤及び半極性界面活性剤が含まれる。好ましい非イオン性界面活性剤には、 Silwetコポリ
マーなどのシリコーン界面活性剤がある。好ましい Silwetコポリマーには、 SilwetＬ－８
６１０、 SilwetＬ－８６００、 SilwetＬ－７７、 SilwetＬ－７６５７、 SilwetＬ－７６５
０、 SilwetＬ－７６０７、 SilwetＬ－７６０４、 SilwetＬ－７６００、 SilwetＬ－７２８
０及びこれらの混合物が含まれる。本明細書に用いるのに好ましいのは、 SilwetＬ－７７
である。
【００１４】
その他の好適な湿潤剤には有機アミン界面活性剤があり、例えば、アミンオキシド界面活
性剤が挙げられる。アミンオキシドは、アルキル部分に平均１２～１８個の炭素原子を含
むことが好ましく、本明細書において非常に好ましいのは、ドデシルジメチルアミンオキ
シド、テトラデシルジメチルアミンオキシド、ヘキサデシルジメチルアミンオキシド及び
これらの混合物である。
本明細書において非常に好ましい硬質表面用洗浄性組成物は混合溶媒系を含有し、この混

10

20

30

40

50

(5) JP 3962327 B2 2007.8.22



合溶媒系は、拡散助剤として働く共溶媒と組み合わせた有機アミン溶媒に基づく。また、
焼きついた重合汚れを最適に除去するという観点から、非常に好ましい組成物は、好まし
くは水混和性十分な溶媒と共に、制限された水混和性を有する溶媒（本明細書においては
カップリング溶媒と呼ぶ）を含有する。両溶媒は、組成物中で、ある一定の濃度で存在す
ることが好ましい。本発明の別の観点では、調理汚れ、焼きつき汚れ及び焦げつき汚れを
調理器具及び食卓用食器具から除去する硬質表面用洗浄性組成物を提供し、この組成物は
、約１０％～約４０％、好ましくは約１２％～約２０％の有機溶媒を含有し、この中に約
１％～約１５％の有機アミン溶媒及び約７％～約３０％の拡散助剤として働く溶媒を含み
、更に少なくとも約３．５％の水混和性の溶媒及び少なくとも約３．５％の制限された水
混和性を有するカップリング溶媒を含有する。
【００１５】
本明細書において水混和性の溶媒とは、２５℃においてどんな割合でも水と混和すること
ができる溶媒である。制限された混和性を有するカップリング溶媒とは、２５℃において
ある一定の割合では水と混和できるが、割合によっては混和できない溶媒である。溶媒は
、２５℃で約３０質量％未満、好ましくは約２０質量％未満の水に対する溶解度を有する
ことが好ましい。また、溶媒に対する水の溶解度も、２５℃で約３０質量％未満、好まし
くは約２０質量％未満であることが好ましい。
本明細書において好ましい拡散助剤は、水混和性十分な有機溶媒と制限された水混和性を
有するカップリング有機溶媒の混合物を含有し、水混和性有機溶媒とカップリング有機溶
媒との比率が約４：１～約１：２０、好ましくは約２：１～約１：６、更に好ましくは約
１．５：１～約１：３である。その他の好適な拡散助剤は、約３０ｍＮ／ｍ未満、好まし
くは約２８ｍＮ／ｍ未満、更に好ましくは約２６ｍＮ／ｍ未満、より好ましくは約２４．
５ｍＮ／ｍ未満の液体表面張力を有する湿潤剤を含有する。好ましい湿潤剤はアミンオキ
シドである。非常に好ましい拡散助剤は、カップリング溶媒と湿潤剤の混合物を含有する
。
【００１６】
本発明の別の観点では、調理器具及び食卓用食器具から調理汚れ、焼きつき汚れ及び焦げ
つき汚れを除去する硬質表面用洗浄性組成物を提供し、この組成物は、有機アミン溶媒、
制限された水混和性を有するカップリング溶媒及び湿潤剤を含有し、約２６ｍＮ／ｍ未満
、好ましくは約２４．５ｍＮ／ｍ未満の液体表面張力を有する。
本明細書における組成物は更に、表面張力を低下させる特性を示す特徴を有する。この特
性は、重合汚れに対して最適な除去性能を確保するために重要であると考えられる。本発
明の別の観点では、調理器具及び食卓用食器具から調理汚れ、焼きつき汚れ及び焦げつき
汚れを除去する硬質表面用洗浄性組成物を提供し、この組成物は、有機溶媒系及び湿潤剤
を含有する。このとき、有機溶媒系は、少なくとも有機アミン溶媒成分を含有し、湿潤剤
は、溶媒系の表面張力を湿潤剤の表面張力より少なくとも１ｍＮ／ｍ低下させるのに有効
であるものである。
【００１７】
本発明の組成物は、約２４ｍＮ／ｍ未満、好ましくは約２３．５ｍＮ／ｍ未満の表面張力
を有することが好ましい。
本明細書に用いるのに好適な有機アミン溶媒には、アルカノールアミン、アルキルアミン
、アルキレンアミン及びこれらの混合物が含まれる。
【００１８】
本発明の組成物は、重合油脂に対して優れた除去性能を示す特徴を有する。本発明の組成
物は、少なくとも２５％、好ましくは少なくとも５０％、更に好ましくは少なくとも７５
％の重合油脂除去指数を有することが好ましい。重合油脂除去指数とは、本発明の組成物
で処理することにより表面から除去される汚れの量の測定値である。汚れた基材を室温で
約４５分以内、好ましくは約３０分以内、更に好ましくは約２０分以内の間、本発明の組
成物に浸した後、洗剤又はすすぎ剤を使用せずに食器洗い機で洗浄する。次に、基材を乾
燥させて重量を測定し、除去された汚れを重力測定分析により求める。汚れた基材は次の
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ように調製する。ステンレススチール製金属片／スライドを本発明の製品で十分に洗浄し
、水で十分にすすぐ。必要な場合には、スライドを５０℃の部屋に置き、乾燥させる。こ
の金属片／スライドを室温まで放冷する（約３０分）。金属片／スライドの重量を測定す
る。キャノーラ油を小さなビーカー内にスプレーするか、３度に分けて注ぐ（１００ｍｌ
ビーカーにキャノーラ油２０～３０ｍｌ）。１インチの刷毛をキャノーラ油に浸す。浸し
た刷毛を回転させ、容器の側面に４～６回軽く押し付けて、刷毛の両面から余分なキャノ
ーラ油を除く。前記の金属片／スライドの表面にキャノーラ油の層を薄く塗る。その後、
乾いた刷毛で各スライドをそっと拭き、キャノーラ油の薄いコーティングだけが塗布され
るようにする（均一に２回拭くと余分な量を十分に除くことができる）。この方法により
、０．１～０．２ｇの汚れが金属片／スライドに塗布されると考えられる。金属片／スラ
イドを完全に水平なクッキーシート又はオーブンラックの上に乗せ、２４５℃に加熱した
オーブンに入れる。スライド／金属片を２０分焼いた後、室温まで放冷する（約４５分）
。放冷後、金属片／スライドの重量を測定する。
【００１９】
本発明の溶媒型組成物は、汚れた調理器具及び食卓用食器具に直接付けるとき、優れた除
去性能を示すことが特徴である。有機溶媒系は、汚れ膨潤剤として働く溶媒成分を少なく
とも１つ含み、約２７ｍＮ／ｍ未満、好ましくは約２６ｍＮ／ｍ未満、更に好ましくは約
２５ｍＮ／ｍ未満の液体表面張力を有することが望ましい。更に、有機溶媒系は複数の溶
媒成分を含有し、その濃度は、溶媒系が、重合油脂でコーティングしたガラス基材上にお
いて、溶媒系の個々の成分を含有する同等の組成物の前進接触角より低い前進接触角を有
するような濃度であることが好ましい。このような溶媒系及び組成物は、炭素含量の多い
焼きつき汚れを調理器具及び食卓用食器具から除去するのに最適であるように処方する。
組成物は、２５℃で測定するとき、約９超過、好ましくは１０．５超過、更に好ましくは
約１１超過のｐＨを有する液体又はゲルの形態であることが好ましい。
【００２０】
上記の溶媒パラメータとは別に、本発明の組成物は、ある種のレオロジーパラメータ及び
その他の性能パラメータにも適合する必要がある。これらのパラメータには、スプレーが
可能な特性及び表面に密着可能な特性が共に含まれる。例えば、製品を垂直なステンレス
スチール面にスプレーするとき、製品は約１ｃｍ／ｓ未満、好ましくは約０．１ｃｍ／ｓ
未満の流速を有することが望ましい。この場合には、製品は剪断減粘性流体の形態であり
、約０～約０．８、好ましくは約０．３～約０．７、更に好ましくは約０．４～約０．６
の剪断指数（ｎ）（ Herschel-Bulkey型）を有する。非常に好ましいのは、０．５以下の
剪断指数を有する剪断減粘性液である。一方、流体粘稠度指数は、約０．１～約５０Ｐａ
．ｓ nの範囲に及ぶことができるが、約１Ｐａ．ｓ n未満であることが好ましい。更に好ま
しい流体粘稠度指数は、約０．２０～約０．１５Ｐａ．ｓ nである。製品は、試料１０ｍ
ｌ及びＳ－３１スピンドルを使用してシリンダー粘度計の Brookfield（ＬＶＤＩＩ型）で
測定するとき、速度３ｒｐｍにおいて約０．１～約２００Ｐａ  ｓ、好ましくは約０．３
～約２０Ｐａ  ｓの粘稠度を有することが好ましい。本明細書に用いるのに特に有用な組
成物は、速度６ｒｐｍのとき約１Ｐａ  ｓ超過、好ましくは約２～約４Ｐａ  ｓ、速度３０
ｒｐｍにおいて約２Ｐａ  ｓ未満、好ましくは約０．８～約１．２Ｐａ  ｓ、及び速度６０
ｒｐｍにおいて約１Ｐａ  ｓ未満、好ましくは約０．３～約０．５Ｐａ  ｓの粘稠度を有す
る。レオロジーは室温条件下（２５℃）で測定する。
【００２１】
本明細書に用いるのに好適な増粘剤成分には、粘弾性且つ揺変性の増粘剤成分が挙げられ
、その濃度は、約０．１重量％～約１０重量％、好ましくは約０．２５重量％～約５重量
％、最も好ましくは約０．５重量％～約３重量％である。好適な増粘剤成分には、分子量
が約５００，０００～約１０，０００，０００、好ましくは約７５０，０００～約４，０
００，０００のポリマーが含まれる。好ましい架橋ポリカルボキシレートポリマーは、好
ましくはカルボキシビニルポリマーである。このような化合物は、米国特許第２，７９８
，０５３号（１９５７年７月２日発行、 Brown）に開示されている。この特許には、カル
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ボキシビニルポリマーの製造方法も開示されている。カルボキシビニルポリマーは揮発性
液体の有機炭化水素に実質的には不溶性であり、空気露出時に寸法安定性である。
【００２２】
その他の好適な増粘剤成分には、無機粘土（例えば、ラポナイト、ケイ酸アルミニウム、
ベントナイト、燻蒸シリカ）が含まれる。好ましい粘土増粘剤成分は、天然産でも、合成
品であってもよい。好ましい合成粘土には、 Southern Clay Products, Incから Laponite
（商標）の名前で市販されている合成スメクタイト型粘土が挙げられる。特に有用なもの
は、 LaponiteＲＤなどのゲル形成等級及び LaponiteＲＤＳなどのゾル形成等級である。天
然産粘土には、ある種のスメクタイト及びアタパルジャイト粘土が含まれる。粘土及び高
分子増粘剤の混合物も本明細書に用いるのに好適である。本明細書に用いるのに好ましい
のは、最大径が約１００ｎｍ未満の平均的な小板のサイズを有する合性スメクタイト型粘
土（例えば、 Laponite及びその他の合性粘土）である。 Laponiteは層状構造を有し、この
層状構造は、水に分散するとき、厚さ約１ｎｍ、直径約２５ｎｍの円盤形の結晶の形態に
なる。本明細書において小板サイズは、優れたスプレー能力、安定性、レオロジー及び密
着性、並びに望ましい美的価値を提供するために重要である。
【００２３】
本組成物に使用可能なその他の種類の増粘剤には、キサンタンガム、イナゴマメゴム、グ
アーガムなどの天然ゴム類が含まれる。セルロースタイプの増粘剤では、ヒドロキシエチ
ル及びヒドロキシメチルセルロース（ Dow Chemicalから市販されている ETHOCEL及び METHO
CEL（登録商標） ) も使用することができる。天然ゴム類は、組成物をスプレーするとき
、液滴のサイズに影響を与えると考えられる。ＴＳＩ Aerosizerを使用して測定するとき
、液滴が約３～約１０μｍ、好ましくは約４～約７μｍの幾何学的に等しい平均直径を有
すると、臭いを減少させるのに役立つことが確認されている。本明細書に用いるのに好ま
しい天然ゴムは、キサンタンガムである。
【００２４】
スプレー能力、密着性、安定性及び汚れ浸透性能の観点から、本明細書において非常に好
ましいのは、 Laponite及びキサンタンガムの混合物である。更に、 Laponite及びキサンタ
ンガムの混合物は、製品の美的価値を高め、同時に溶媒臭も減少させる。
【００２５】
好ましい実施例では、硬質表面用洗浄性組成物は、少なくとも１つの汚れ膨潤剤として働
く溶媒成分を含む有機溶媒系を含有し、このとき、有機溶媒系はアルコール、アミン、エ
ステル、グリコールエーテル、グリコール、テルペン類及びこれらの混合物から選択され
、少なくとも１つの有機アミン溶媒成分を含有する。好適な有機溶媒は、アルカノールア
ミン、アルキルアミン、アルキレンアミン、及びこれらの混合物を含む有機アミン溶媒、
芳香族アルコール、脂肪族アルコール（好ましくはＣ 4～Ｃ 1 0）、環式脂肪族アルコール
、及びこれらの混合物を含むアルコール溶媒、Ｃ 2～Ｃ 3の（ポリ）アルキレングリコール
、グリコールエーテル、グリコールエステル、及びこれらの混合物を含むグリコール及び
グリコール誘導体、並びに有機アミン溶媒、アルコール溶媒、グリコール及びグリコール
誘導体から選択される混合物から選択されることができる。非常に好ましい有機アミン溶
媒には、米国特許第５，５４０，８４６号に開示されているような２－アミノアルカノー
ル溶媒が含まれる。
【００２６】
本発明の好ましい組成物では、有機溶媒は、有機アミン（とりわけアルカノールアミン）
溶媒及びグリコールエーテル溶媒を好ましくは約３：１～約１：３の重量比で含有する。
このときグリコールエーテル溶媒は、エチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレ
ングリコールモノブチルエーテル、エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレング
リコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレング
リコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、ジプロピレン
グリコールモノブチルエーテル、エチレングリコールフェニルエーテル及びこれらの混合
物から選択される。本明細書に用いるのに好ましい有機アミンは、アルカノールアミン、
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とりわけモノエタノールアミン、メチルアミンエタノール及び２－アミノ－２－メチルプ
ロパノールである。好ましい組成物では、グリコールエーテルはジエチレングリコールモ
ノブチルエーテル及びプロピレングリコールブチルエーテルの混合物であり、その重量比
は好ましくは約１：２～約２：１である。
【００２７】
本明細書に用いるのに好ましい有機溶媒系は、１ｍｍＨｇ超過で約５０％未満、好ましく
は約２０％未満、更に好ましくは約１０％未満の揮発性有機含量を有する。有機溶媒は、
約１５０℃未満の沸点、約５０℃未満、好ましくは約１００℃未満の引火点、又は約１ｍ
ｍＨｇ超過の蒸気圧を有する溶媒成分を基本的に含まないことが好ましい。非常に好まし
い有機溶媒系は、０．１ｍｍＨｇ超過で約５０％未満、好ましくは約２０％未満、更に好
ましくは約１０％未満、より好ましくは約４％未満の揮発性有機含量を有する。
溶媒パラメータに関して、有機溶媒は以下のａ）～ｅ）から選択することができる。
【００２８】
ａ）　少なくとも２０（Ｍｐａ） 1 / 2のハンセン溶解度パラメータ、少なくとも７（Ｍｐ
ａ） 1 / 2、好ましくは少なくとも１２（Ｍｐａ） 1 / 2の極性パラメータ及び少なくとも１０
（Ｍｐａ） 1 / 2の水素結合パラメーターを有する極性の水素結合溶媒。
ｂ）　少なくとも２０（Ｍｐａ） 1 / 2のハンセン溶解度パラメータ、少なくとも７（Ｍｐ
ａ） 1 / 2、好ましくは少なくとも１２（Ｍｐａ） 1 / 2の極性パラメータ及び１０（Ｍｐａ）
1 / 2未満の水素結合パラメーターを有する極性の非水素結合溶媒。
ｃ）　２０（Ｍｐａ） 1 / 2未満のハンセン溶解度パラメータ、少なくとも７（Ｍｐａ） 1 / 2

の極性パラメータ及び少なくとも１０（Ｍｐａ） 1 / 2の水素結合パラメーターを有する両
親媒性溶媒。
ｄ）　７（Ｍｐａ） 1 / 2未満の極性パラメータ及び１０（Ｍｐａ） 1 / 2未満の水素結合パラ
メーターを有する非極性溶媒。
ｅ）　これらの混合物。
【００２９】
洗浄性組成物に有機溶媒を使用する場合、一般に問題となるのは溶媒臭である。多くの消
費者は溶媒臭を好まず、これらの臭いを「悪臭」と考える。高濃度の香料を使用すれば、
このような組成物を、より消費者が受け入れやすいものにすることができる。高濃度の香
料を添加すると、組成物の不快な性質を全て変化させたり、減らしたりすることができる
が、香料の香りが消えてしまうという好ましくない結果になることが多い。高濃度の香料
が組成物の悪臭を適切に変化させたり、隠したり、マスクした場合でも、これらの高濃度
の香料は必ずしも香料の本質又は持続期間を向上させる訳ではないため、香料が揮発する
と元の悪臭に戻ってしまう。
【００３０】
本明細書で定義する香料物質の組み合わせを選択して、本発明の組成物に添加すると、組
成物に溶媒を使用した場合の悪臭を効果的に抑えたり、マスクできることが、現在では知
られている。従って、別の観点では、本発明は上述した有機アミン溶媒と溶媒臭マスキン
グ用香料又は香料ベースを含有する硬質表面用洗浄性組成物を提供する。一般に臭いマス
キング用香料又は香料ベースは、揮発性及び非揮発性香料物質の混合物を含有し、このと
き非揮発性香料物質（１気圧における沸点が２５０℃超過）の濃度は、約２０重量％超過
であることが好ましい。好ましい実施例では、香料又は香料ベースは、少なくとも０．０
０１重量％のイオノン又はイオノン混合物（α、β及びγイオノンを含む）を含有する。
好ましいイオノンは、γ－メチルイオノン、 Alvanone Extra、 Irisia Base、 Cassis Base
３４５－Ｂ及びこれらの混合物から選択される。香料又は香料ベースは、更にジャコウを
含有することがある。ジャコウは約２５０℃超過の沸点を有することが好ましい。好まし
いジャコウは、 Exaltolide Total、 Habonolide、及びこれらの混合物から選択される。マ
スキング用香料又は香料ベースは更に、高揮発性香料成分又は約２５０℃未満の沸点を有
する成分の混合物を含有することができる。好ましい高揮発性香料成分は、デシルアルデ
ヒド、ベンズアルデヒド、シス－３－ヘキセニルアセテート、アリルアミルグリコレート
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、ジヒドロミルセノール及びこれらの混合物から選択される。
【００３１】
組成物は、溶媒の悪臭制御を補助するために、更にシクロデキストリンを含有することが
できる。本明細書に用いるのに好適なシクロデキストリンは、臭いマスキング分子又は香
料分子に悪影響を与えずに、溶媒の悪臭の原因となる分子を選択的に吸収できるものであ
る。本明細書に用いる組成物は、組成物の約０．１重量％～約３重量％、好ましくは約０
．５重量％～約２重量％のシクロデキストリンを含有する。本明細書において使用される
用語「シクロデキストリン」は、６～１２個のグルコース単位を含有する非置換型シクロ
デキストリン、特にα－シクロデキストリン、β－シクロデキストリン、γ－シクロデキ
ストリン及び／又はそれらの誘導体及び／又はこれらの混合物のような任意の既知のシク
ロデキストリンを包含する。α－シクロデキストリンは６個のグルコース単位から成り、
β－シクロデキストリンは７個のグルコース単位から成り、γ－シクロデキストリンはド
ーナツ形状の環の中に配置された８個のグルコース単位から成る。グルコース単位の特有
の結合及び配置により、シクロデキストリンは、内部に特有な体積の空洞と柔軟性のない
円錐状の分子構造を有する。内部の空洞の「内張り」は水素原子及びグリコシド結合する
酸素原子によって形成されるため、この表面は完全に疎水性である。空洞の独特の形状及
び物理化学的特性は、空洞に組み込むことができる有機分子又は有機分子の一部をシクロ
デキストリン分子が、吸収すること（それとともに包接複合体を形成すること）を可能に
している。悪臭分子は空洞に組み込むことができる。
【００３２】
好ましいシクロデキストリンは水溶性の高いものであり、例えば、α－シクロデキストリ
ン及びそれらの誘導体、γ－シクロデキストリン及びそれらの誘導体、誘導体化されたβ
－シクロデキストリン及び／又はそれらの混合物が挙げられる。シクロデキストリン誘導
体は主に、ＯＨ基のいくつかがＯＲ基に変換された分子から成る。シクロデキストリン誘
導体には、例えば、短鎖アルキル基を有し、Ｒがメチル基又はエチル基であるもの（例え
ば、メチル化シクロデキストリン及びエチル化シクロデキストリン）、ヒドロキシアルキ
ル置換基を有し、Ｒが－ＣＨ 2－ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ 3又は－ＣＨ 2ＣＨ 2－ＯＨであるもの
（例えば、ヒドロキシプロピルシクロデキストリン及び／又はヒドロキシエチルシクロデ
キストリン）、分岐鎖状シクロデキストリン（例えば、マルトース結合シクロデキストリ
ン）、陽イオン性シクロデキストリン（例えば、２－ヒドロキシ－３－（ジメチルアミノ
）プロピルエーテルを含有し、Ｒが低いｐＨにおいて陽イオンであるＣＨ 2－ＣＨ（ＯＨ
）－ＣＨ 2－Ｎ（ＣＨ 3） 2であるもの）、四級アンモニウム（例えば、２－ヒドロキシ－
３－（トリメチルアンモニオ）プロピルエーテルクロリド基）であり、ＲがＣＨ 2－ＣＨ
（ＯＨ）－ＣＨ 2－Ｎ +（ＣＨ 3） 3Ｃｌ -であるもの、陰イオン性シクロデキストリン（例
えば、カルボキシメチルシクロデキストリン、シクロデキストリンスルフェート及びシク
ロデキストリンスクシニレート）、両性シクロデキストリン（例えば、カルボキシメチル
／四級アンモニウムシクロデキストリン）、少なくとも１つのグルコピラノース単位が３
－６－無水－シクロマルト構造（例えば、モノ－３－６－無水シクロデキストリン）を有
するシクロデキストリンであって、「 Optimal Performances with Minimal chemical Mod
ification of Cyclodextrins」（ F. Diedaini-Pilard及び B. Perly、第７回国際シクロデ
キストリンシンポジウム要項集、１９９４年４月、４９頁）に開示されたもの及びそれら
の混合物が挙げられる。その他のシクロデキストリン誘導体は、米国特許第３，４２６，
０１１号、米国特許第３，４５３，２５７号、米国特許第３，４５３，２５８号、米国特
許第３，４５３，２５９号、米国特許第３，４５３，２６０号、米国特許第３，４５９，
７３１号、米国特許第３，５５３，１９１号、米国特許第３，５６５，８８７号、米国特
許第４，５３５，１５２号、米国特許第４，６１６，００８号、米国特許第４，６７８，
５９８号、米国特許第４，６３８，０５８号及び米国特許第４，７４６，７３４号に開示
されている。
【００３３】
水溶性の高いシクロデキストリンとは、水への溶解度が室温で１００ｍｌ中の水に少なく
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とも約１０ｇ、好ましくは１００ｍｌ中の水に少なくとも約２０ｇ、更に好ましくは室温
で１００ｍｌ中の水に少なくとも約２５ｇであるシクロデキストリンである。本明細書で
の使用に好適な好ましい水溶性シクロデキストリン誘導体の例は、ヒドロキシプロピルα
－シクロデキストリン、メチル化α－シクロデキストリン、メチル化β－シクロデキスト
リン、ヒドロキシエチルβ－シクロデキストリン及びヒドロキシプロピルβ－シクロデキ
ストリンである。ヒドロキシアルキルシクロデキストリン誘導体は好ましくは約１～約１
４、さらに好ましくは約１．５～約７の置換度を有し、その際、シクロデキストリン当り
のＯＲ基の総数が置換度として定義される。メチル化シクロデキストリン誘導体は通常、
約１～約１８、好ましくは約３～約１６の置換度を有する。既知のメチル化β－シクロデ
キストリンは、一般にＤＩＭＥＢとして知られるヘプタキス－２，６－ジ－Ｏ－メチル－
β－シクロデキストリンであり、その際、各グルコース単位は、約１４の置換度と共に約
２のメチル基を有する。好ましいメチル化β－シクロデキストリンのうち更に購入しやす
いものは、約１２．６の置換度を有する、無作為にメチル化されたβ－シクロデキストリ
ンである。好ましいシクロデキストリンは、例えば、 American Maize-Products Company
及び Wacker Chemicals (USA), Inc.から市販されている。
【００３４】
本発明の組成物は、調理かす、焼きつき、又は焦げつき（又はその他の乾燥した汚れ）で
汚れた調理器具又は食卓用食器具を前処理する際に直接適用する場合に特に有用である。
組成物は、自動又は手動で食器を洗ったり、すすいだり、拭き取る前に、スプレー又は泡
などの形態で汚れた基材に適用する。前処理した調理器具又は食卓用食器具は非常に滑り
やすく、その結果、すすぎ中及びすすぎ後の取り扱いが困難であると感じることがある。
このことは、２価の陽イオンを使用することにより解決することができる。この２価の陽
イオンには、例えばマグネシウム塩及びカルシウム塩があり、特に本明細書に用いるのに
好適なのは塩化マグネシウムである。約０．０１重量％～約５重量％、好ましくは約０．
１重量％～約３重量％、更に好ましくは約０．４重量％～約２重量％のマグネシウム塩を
添加すると、前処理用組成物の物理的特性の安定度に悪影響を与えることなく、調理器具
又は食卓用食器具表面の滑りやすい特性を除くことができる。本発明の組成物は、自動食
器洗い洗剤組成物又はその成分としても使用することができる。
【００３５】
方法の観点において、本発明は、調理器具及び食卓用食器具から調理汚れ、焼きつき汚れ
及び焦げつき汚れを除去する方法を提供し、この方法は、本発明の硬質表面用洗浄性組成
物で調理器具／食卓用食器具を処理することを含む。また、金属製調理器具及び食卓用食
器具から重合油脂又は炭水化物の調理汚れ、焼きつき汚れ及び焦げつき汚れを除去する方
法も提供し、この方法は、本発明の硬質表面用洗浄性組成物で調理器具／食卓用食器具を
処理することを含む。これらの方法は、自動又は手動で食器を洗浄する前に、本発明の組
成物で調理器具／食卓用食器具を前処理する工程を含む。望ましい場合には、本発明の洗
浄性組成物を適用した後、汚れた基材をクリングフィルムで覆い、汚れを膨潤させて、調
理汚れ、焼きつき汚れ及び焦げつき汚れの除去工程を容易にすることができる。クリング
フィルムは、約１時間以上、好ましくは約６時間以上適用することが好ましい。
【００３６】
（発明の詳細な説明）
本発明は、調理汚れ、焼きつき汚れ及び焦げつき汚れで汚れた調理器具及び食卓用食器具
を前処理し、その後の洗浄を容易にするための硬質表面洗浄性組成物を想定している。こ
れらの効果は、主に、組成物に汚れを膨潤させる有機アミン溶媒を添加することにより得
られる。また、本発明は、上述した汚れを除去する方法についても想定している。
汚れ膨潤剤とは、上述したような調理汚れ、焼きつき汚れ及び焦げつき汚れを膨潤させる
効果のある物質又は組成物である。本明細書に用いるのに好ましい汚れ膨潤剤には、有機
アミン溶媒が含まれる。
拡散助剤とは、上述したような表面張力を低下させる性質を有する物質又は組成物である
。本明細書に用いるのに好適な拡散助剤には、シリコーン界面活性剤及びアミンオキシド
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界面活性剤などの界面活性剤（特に、約２５ｍＮ／ｍ未満の表面張力を有するもの）、有
機溶媒及びこれらの混合物が含まれる。
【００３７】
一般に、本明細書に用いる有機溶媒は、調理器具／食卓用食器具や自動食器洗い機の種々
の部品と適合性を有するように選択する必要がある。更に、溶媒系は、１ｍｍＨｇ超過（
好ましくは０．１ｍｍＨｇ超過）において、溶媒系の約５０重量％未満、好ましくは約３
０重量％未満、更に好ましくは約１０重量％未満、より好ましくは約４重量％未満の揮発
性有機含量を有するため、効率的で安全に使用する必要がある。また、溶媒系の臭いは、
極めてマイルドで心地良いものである必要がある。本明細書において使用する個々の有機
溶媒は、一般に約１５０℃超過の沸点、約５０℃超過、好ましくは１００℃未満の引火点
、及び２５℃で約１ｍｍＨｇ未満、好ましくは０．１ｍｍＨｇ未満且つ気圧未満の蒸気圧
を有する。更に、個々の有機溶媒は、約５００ｃｍ 3／モル未満、好ましくは約２５０ｃ
ｍ 3／モル未満、更に好ましくは約２００ｃｍ 3／モル未満のモル体積を有することが好ま
しい。これらのモル体積は、最適に汚れに浸透し、汚れを膨潤させるという観点から好ま
しいものである。
【００３８】
本明細書に使用可能な溶媒には、以下のｉ）～ｖ）が含まれる。ｉ）アルコール。例えば
、ベンジルアルコール、１，４－シクロヘキサンジメタノール、２－エチル－１－ヘキサ
ノール、フルフリルアルコール、１，２－ヘキサンジオール及びその他類似の物質。ｉｉ
）アミン。例えば、アルカノールアミン（例えば、一級アルカノールアミン（モノエタノ
ールアミン、モノイソプロパノールアミン、ジエチルエタノールアミン、エチルジエタノ
ールアミン、β－アミノアルカノール）、二級アルカノールアミン（ジエタノールアミン
、ジイソプロパノールアミン、２－（メチルアミノ）エタノール）、三級アルカノールア
ミン（トリエタノールアミン、トリイソプロパノールアミン））、アルキルアミン（一級
アルキルアミン（モノメチルアミン、モノエチルアミン、モノプロピルアミン、モノブチ
ルアミン、モノペンチルアミン、シクロヘキシルアミン）、二級アルキルアミン（ジメチ
ルアミン））、アルキレンアミン（一級アルキレンアミン（エチレンジアミン、プロピレ
ンジアミン））及びその他類似の物質。ｉｉｉ）エステル。例えば、乳酸エチル、メチル
エステル、アセト酢酸エチル、エチレングリコールモノブチルエーテルアセテート、ジエ
チレングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノブチルエー
テルアセテート及びその他類似の物質。ｉｖ）グリコールエーテル。例えば、エチレング
リコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、エチレングリ
コールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコ
ールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコ
ールブチルエーテル及びその他類似の物質。ｖ）グリコール。例えば、プロピレングリコ
ール、ジエチレングリコール、ヘキシレングリコール（２－メチル－２，４－ペンタンジ
オール）、トリエチレングリコール、組成物及びジプロピレングリコール及びその他類似
の物質及びこれらの混合物。
【００３９】
汚れ膨潤剤として本明細書に用いるのに好ましい溶媒には、アルカノールアミン（とりわ
けモノエタノールアミン）、β－アミノアルカノール（とりわけ２－アミノ－２－メチル
プロパノール（第三炭素にアミン基を有するβ－アミノアルカノールの中で最も分子量が
小さいため、アミン基の反応性を最低限に抑える））及びこれらの混合物が含まれる。
拡散助剤として本明細書に用いるのに好ましい溶媒には、グリコール及びグリコールエー
テルが含まれ、とりわけジエチレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコー
ルブチルエーテル及びこれらの混合物が含まれる。
【００４０】
汚れ膨潤剤及び拡散助剤とは別に、本明細書における硬質表面洗浄性組成物は追加成分を
含有することができる。これには、上述した湿潤剤以外の界面活性剤、ビルダー、酵素、
漂白剤、アルカリ性成分、増粘剤、安定化成分、香料、研磨材などが含まれる。また、組
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成物は、キャリア又は希釈機能（汚れの膨潤又は拡散とは対立する）、あるいはその他の
特定機能を有する有機溶媒も含有することができる。組成物はいずれか好適な容器から提
供することができる。この容器には、例えば、ボトル（ポンプ付きボトル、スクイーズボ
トル）、ペーストディスペンサー、カプセル、パウチ及び多区画パウチなどがある。
【００４１】
界面活性剤
自動食器洗いに使用する本発明の組成物及び方法において、洗剤界面活性剤は、単独でも
、その他の成分（つまり、石鹸泡抑制剤）との組み合わせにおいても、低発泡性であるこ
とが好ましい。本発明の組成物及び方法において、硬質表面の洗浄又は食器洗いの前処理
に使用するために、洗剤界面活性剤は、直接適用するには発泡性であり、自動食器洗いに
使用するには低発泡性であることが好ましい。本明細書に好適な界面活性剤には、陰イオ
ン性界面活性剤（例えば、アルキルスルフェート、アルキルエーテルスルフェート、アル
キルベンゼンスルホネート、アルキルグリセリルスルホネート、アルキル及びアルケニル
スルホネート、アルキルエトキシカルボキシレート、Ｎ－アシルサルコシネート、Ｎ－ア
シルタウレート、アルキルサクシネート及びスルホサクシネートなどがあり、これらのア
ルキル、アルケニル又はアシル部分は、Ｃ 5～Ｃ 2 0、好ましくはＣ 1 0～Ｃ 1 8の直鎖又は分
岐鎖状である）、陽イオン性界面活性剤（例えば、塩素エステル（米国特許第４，２２８
，０４２号、米国特許第４，２３９，６６０号、及び米国特許第４，２６０，５２９号）
及びモノＣ 6～Ｃ 1 6Ｎ－アルキル又はアルケニルアンモニウム界面活性剤などがあり、こ
れらの残存Ｎ位はメチル基、ヒドロキシエチル基又はヒドロキシプロピル基で置換されて
いる）、低曇点及び高曇点の非イオン性界面活性剤及びそれらの混合物（例えば、非イオ
ン性アルコキシル化界面活性剤（とりわけＣ 6～Ｃ 1 8の一級アルコールから誘導されたエ
トキシレート）、エトキシル化～プロポキシル化アルコール（例えば、 Olin Corporation
の Poly-Tergent（登録商標）ＳＬＦ１８）、エポキシ末端保護ポリ（オキシアルキル化）
アルコール（例えば、 Olin Corporationの Poly-Tergent（登録商標）ＳＬＦ１８Ｂ、ＷＯ
－Ａ－９４／２２８００参照）、エーテル末端保護ポリ（オキシアルキル化）アルコール
界面活性剤及びブロックポリオキシエチレン～ポリオキシプロピレン高分子化合物（例え
ば、 BASF-Wyandotte Corp.（ミシガン州ワイアンドット）から市販されている PLURONIC（
登録商標）、 REVERSED PLURONIC（登録商標）、及び TETRONIC（登録商標））、両性界面
活性剤（例えば、Ｃ 1 2～Ｃ 2 0のアルキルアミンオキシド（本明細書に使用するのに好まし
いアミンオキシドには、ラウリルジメチルアミンオキシド及びヘキサデシルジメチルアミ
ンオキシドが含まれる）及びアルキル両性カルボン酸界面活性剤（例えば、 Miranol（商
標）Ｃ２Ｍ））、双性界面活性剤（例えば、ベタイン及びスルタイン）及びこれらの混合
物が含まれる。本明細書において好適な界面活性剤は、例えば、米国特許第３ ,９２９ ,６
７８号、米国特許第４ ,２５９ ,２１７号、欧州特許第０，４１４，５４９号、ＷＯ－Ａ－
９３／０８８７６号、及びＷＯ－Ａ－９３／０８８７４号に開示されている。界面活性剤
は典型的に、組成物の約０．２重量％～約３０重量％、更に好ましくは約０．５重量％～
約１０重量％、最も好ましくは約１重量％～約５重量％の割合で存在する。自動食器洗い
において本明細書に用いるのに好ましい界面活性剤は低発泡性であり、低曇点非イオン性
界面活性剤、及び高発泡性界面活性剤と低曇点非イオン性界面活性剤（この場合、石鹸泡
抑制剤として働く）との混合物が含まれる。
【００４２】
ビルダー
本明細書の洗浄性組成物に用いるのに好適なビルダーには、水溶性ビルダー（例えば、ク
エン酸塩、炭酸塩及びポリリン酸塩（例えば、トリポリリン酸ナトリウム及びトリポリリ
ン酸ナトリウム６水和物、トリポリリン酸カリウム及びトリポリリン酸ナトリウム及びカ
リウムの混合物））及び部分水溶性又は不溶性ビルダー（例えば、結晶性層状ケイ酸塩（
欧州特許第０，１６４，５１４号及び欧州特許第０，２９３，６４０号）及びアルミノケ
イ酸塩（ゼオライトＡ、Ｂ、Ｐ、Ｘ、ＨＳ、及びＭＡＰなど））が含まれる。ビルダーは
典型的に、組成物の約１重量％～約８０重量％、好ましくは約１０重量％～約７０重量％
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、最も好ましくは約２０重量％～約６０重量％の割合で存在する。
本明細書に用いるのに好ましい組成物は、アルミニウムやある種の塗面への損傷を防ぐた
めに、ケイ酸塩を含有する。ＳｉＯ 2：Ｎａ 2Ｏの比が１．８～３．０、好ましくは１．８
～２．４、最も好ましくは２．０である非晶性ケイ酸ナトリウムも、本明細書において使
用することができる。ただし、長期保存安定性の観点から、非常に好ましいのは、総ケイ
酸塩（非晶性及び結晶性）を約２２％未満、好ましくは約１５％未満含有する組成物であ
る。
【００４３】
酵素
本明細書において好適な酵素には、細菌及び真菌セルラーゼ（例えば、 Carezyme及び Cell
uzyme（ Novo Nordisk A/S））、ペルオキシダーゼ、リパーゼ（例えば、 Amano－Ｐ（ Aman
o Pharmaceutical Co.）、Ｍ１ Lipase（登録商標）及び Lipomax（登録商標）（ Gist-Broc
ades）、並びに Lipolase（登録商標）及び Lipolase Ultra（登録商標）（ Novo））、クチ
ナーゼ、プロテアーゼ（例えば、 Esperase（登録商標）、 Alcalase（登録商標）、 Durazy
m（登録商標）、及び Savinase（登録商標）（ Novo）、並びに Maxatase（登録商標）、 Max
acal（登録商標）、 Properase（登録商標）、及び Maxapem（登録商標）（ Gist-Brocades
））、α及びβアミラーゼ（例えば、 Purafect Ox Am（登録商標）（ Genencor）、並びに
Termamyl（登録商標）、 Ban（登録商標）、 Fungamyl（登録商標）、 Duramyl（登録商標）
及び Natalase（登録商標）（ Novo））及びこれらの混合物が含まれる。酵素は、本明細書
において小球状、粒状、又は共粒状の形態で添加し、純粋な酵素として典型的に組成物の
約０．０００１重量％～約２重量％の割合で存在することが好ましい。
【００４４】
漂白剤
本明細書において好適な漂白剤には、塩素漂白剤及び酸素漂白剤が含まれ、とりわけ無機
過水和物塩（例えば、過ホウ酸ナトリウム１水和物及び４水和物及び放出率を制御するた
めに任意にコーティングした過炭酸ナトリウム）（例えば、硫酸塩／炭酸塩コーティング
に関しては英国特許第１，４６６，７９９号を参照）、有機過オキソ酸漂白剤前駆体及び
／又は遷移金属コーティング漂白剤触媒（とりわけマンガン又はコバルト）を有する前形
成有機過オキソ酸及びこれらの混合物が含まれる。無機過水和物塩は典型的に、組成物の
約１重量％～約４０重量％、好ましくは約２重量％～約３０重量％、更に好ましくは約５
重量％～約２５重量％の割合で添加する。本明細書に用いるのに好ましい過オキソ酸漂白
剤前駆体には、過安息香酸及び置換型過安息香酸の前駆体、陽イオン性過オキソ酸前駆体
、過酢酸前駆体（例えば、ＴＡＥＤ、アセトキシベンゼンスルホン酸ナトリウム及びペン
タアセチルグルコース）、過ノナン酸前駆体（例えば、３，５，５－トリメチルヘキサノ
イルオキシベンゼンスルホン酸ナトリウム（イソ－ＮＯＢＳ）及びノナノイルオキシベン
ゼンスルホン酸ナトリウム（ＮＯＢＳ））、アミド置換型アルキル過オキソ酸前駆体（欧
州特許第０，１７０，３８６号）、及びベンゾオキサジン過オキソ酸前駆体（欧州特許第
０，３３２，２９４号及び欧州特許第０，４８２，８０７号）が含まれる。漂白剤前駆体
は典型的に、組成物の約０．５重量％～約２５重量％、好ましくは約１重量％～約１０重
量％の割合で添加する。一方、前形成有機過オキソ酸は典型的に、組成物の約０．５重量
％～約２５重量％、好ましくは約１重量％～約１０重量％の割合で添加する。本明細書に
用いるのに好ましい漂白剤触媒には、トリアザシクロノナンマンガン及び関連錯体（米国
特許第４，２４６，６１２号、米国特許第５，２２７，０８４号）、ビスピリジルアミン
Ｃｏ、Ｃｕ、Ｍｎ、Ｆｅ及び関連錯体（米国特許第５，１１４，６１１号）、並びにペン
タミンアセテートコバルト（ＩＩＩ）及び関連錯体（米国特許第４，８１０，４１０号）
が含まれる。
【００４５】
低曇点非イオン性界面活性剤及び石鹸泡抑制剤
本明細書に用いるのに好適な石鹸泡抑制剤には、低曇点を有する非イオン性界面活性剤が
含まれる。「曇点」とは、本明細書で使用する時、非イオン性界面活性剤の既知の特性で
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あり、温度が上昇すると可溶性が低下する界面活性剤で生じるもので、異なる相が現れる
温度を「曇点」と呼ぶ（ Kirk Othmer、３６０～３６２頁参照）。本明細書で使用する時
、「低曇点」非イオン性界面活性剤とは、３０℃未満、好ましくは約２０℃未満、更に好
ましくは約１０℃未満、最も好ましくは約７．５℃未満の曇点を有する非イオン性界面活
性剤系成分として定義される。典型的な低曇点非イオン性界面活性剤には、非イオン性ア
ルコキシル化界面活性剤（とりわけ一級アルコールから誘導されたエトキシレート）及び
ポリオキシプロピレン／ポリオキシエチレン／ポリオキシプロピレン（ＰＯ／ＥＯ／ＰＯ
）逆ブロックポリマーが含まれる。また、これらの低曇点非イオン性界面活性剤には、例
えば、エトキシル化～プロポキシル化アルコール（例えば、 Olin Corporationの Poly-Ter
gent（登録商標）ＳＬＦ１８）及びエポキシ末端保護ポリ（オキシアルキル化）アルコー
ル（例えば、 Olin Corporationの Poly-Tergent（登録商標）ＳＬＦ１８Ｂシリーズ、非イ
オン性物質として米国特許第５，５７６，２８１号に記述されている）が含まれる。
好ましい低曇点界面活性剤は、以下の式を有するエーテル末端保護ポリ（オキシアルキル
化）石鹸泡抑制剤である。
【００４６】
【化１】
　
　
　
　
【００４７】
Ｒ 1は平均約７～約１２個の炭素原子を有する直鎖アルキル炭化水素であり、Ｒ 2は約１～
約４個の炭素原子を有する直鎖アルキル炭化水素であり、Ｒ 3は約１～約４個の炭素原子
を有する直鎖アルキル炭化水素であり、ｘは約１～約６の整数、ｙは約４～約１５の整数
及びｚは約４～約２５の整数である。
その他の低曇点非イオン性界面活性剤は、以下の式を有するエーテル末端保護ポリ（オキ
シアルキル化）である。
Ｒ IＯ（Ｒ I IＯ） nＣＨ（ＣＨ 3）ＯＲ I I I

Ｒ Iは約７～約１２個の炭素原子を有する直鎖又は分岐鎖、飽和又は不飽和、置換型又は
非置換型、脂肪族又は芳香族の炭化水素基から成る群から選択され、Ｒ I Iは同じ基でも異
なる基でもよく、上記のいずれかの分子のうち、分岐鎖又は直鎖状Ｃ 2～Ｃ 7のアルキレン
から成る群から独立して選択され、ｎは１～約３０の数であり、Ｒ I I Iは以下の群から選
択される。
【００４８】
（ｉ）１～３個のヘテロ原子を有する４～８員環の置換型又は非置換型複素環、及び
（ｉｉ）約１～約３０個の炭素原子を有する直鎖又は分岐鎖、飽和又は不飽和、置換型又
は非置換型、環式又は非環式、脂肪族又は芳香族の炭化水素基。
（ｂ）Ｒ 2が（ｉｉ）の場合、（Ａ）Ｒ 1の少なくとも１つがＣ 2～Ｃ 3アルキレン以外のも
のであるか、あるいは（Ｂ）Ｒ 2が６～３０個の炭素原子を有し、更にＲ 2が８～１８個の
炭素原子を有する場合、ＲはＣ 1～Ｃ 5アルキル以外のものである。
【００４９】
本明細書に好適なその他の成分には、分散性、再付着防止性、汚れ放出性又はその他の洗
浄特性の発明を有する有機ポリマーが含まれる。その割合は、組成物の約０．１重量％～
約３０重量％、好ましくは約０．５重量％～約１５重量％、最も好ましくは約１重量％～
約１０重量％である。本明細書において好ましい再付着防止ポリマーには、ポリマー含有
アクリル酸（例えば、 SokalanＰＡ３０、ＰＡ２０、ＰＡ１５、ＰＡ１０及び SokalanＣＰ
１０（ BASF GmbH）、 Acusol４５Ｎ、４８０Ｎ、４６０Ｎ（ Rohm and Haas））、アクリル
酸／マレイン酸コポリマー（例えば、 SokalanＣＰ５）、及びアクリル／メタクリルコポ
リマーが含まれる。本明細書において好ましい汚れ放出ポリマーには、アルキル及びヒド
ロキシアルキルセルロース（米国特許第４，０００，０９３号）、ポリオキシエチレン、
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ポリオキシプロピレン及びこれらのコポリマー、並びにエチレングリコール、プロピレン
グリコール及びこれらの混合物のテレフタレートエステルに基づく非イオン性及びアニオ
ン性ポリマーが含まれる。
【００５０】
重金属イオン封鎖剤及び結晶成長阻害剤は、一般に組成物の約０．００５重量％～約２０
重量％、好ましくは約０．１重量％～約１０重量％、更に好ましくは約０．２５重量％～
約７．５重量％、最も好ましくは約０．５重量％～約５重量％の割合で本明細書に用いる
のに好適である。これらには、例えば、ジエチレントリアミンペンタ（メチレンホスホネ
ート）、エチレンジアミンテトラ（メチレンホスホネート）、ヘキサメチレンジアミンテ
トラ（メチレンホスホネート）、エチレンジホスホネート、ヒドロキシエチレン－１，１
－ジホスホネート、ニトリロトリアセテート、エチレンジアミノテトラアセテート、エチ
レンジアミン－Ｎ，Ｎ’－ジサクシネートの塩及び遊離酸の形態が挙げられる。
【００５１】
本明細書における組成物は、腐食防止剤を含有することができる。これには、例えば、組
成物の約０．０５重量％～約１０重量％、好ましくは約０．１重量％～約５重量％の割合
で含有される有機銀コーティング剤（とりわけ、 Wintershall（ドイツ、ザルツバーゲン
）から市販されている Winog７０などのパラフィン）、窒素含有腐食防止剤化合物（例え
ば、ベンゾトリアゾール及びベンズイマダゾール－英国特許第１，１３７，７４１号参照
）、及び組成物の約０．００５重量％～約５重量％、好ましくは約０．０１重量％～約１
重量％、更に好ましくは約０．０２重量％～約０．４重量％の割合で含有されるＭｎ（Ｉ
Ｉ）化合物（とりわけ、有機配位子のＭｎ（ＩＩ）塩）が挙げられる。
【００５２】
本明細書におけるその他の好適な成分には、着色剤、約０．０１％～約５％の割合で含有
される水溶性ビスマス化合物（例えば、酢酸ビスマス及びクエン酸ビスマス）、約０．０
１％～約６％の割合で含有される酵素安定剤（例えば、カルシウムイオン、ホウ酸、プロ
ピレングリコール及び塩素漂白剤捕捉剤）、石灰石鹸分散剤（ＷＯ－Ａ－９３／０８８７
７号参照）、石鹸泡抑制剤（ＷＯ－Ａ－９３／０８８７６号及び欧州特許第０，７０５，
３２４号参照）、ポリマー染料転移阻害剤、光学的光沢剤、香料、充填剤及び粘土が含ま
れる。
液体洗剤組成物は、キャリアとして水及びその他の揮発性溶媒を含有することができる。
本発明の液体洗剤には、少量の低分子量一級又は二級アルコール（例えば、メタノール、
エタノール、プロパノール及びイソプロパノール）を使用することができる。少量で使用
されるその他の好適なキャリア溶媒には、グリセロール、プロピレングリコール、エチレ
ングリコール、１，２－プロパンジオール、ソルビトール及びこれらの混合物が含まれる
。
【００５３】
臭いマスキングベース
臭いマスキングベース（この単語には、完全処方の臭いマスキング香料又はその中に使用
するベース組成物が含まれる）は、イオノン、ジャコウ及び高揮発性香料の混合物である
ことが好ましい。臭いマスキングベースの濃度は、組成物の約０ .００１重量％～約３重
量％、好ましくは約０．００６重量％～約２．５重量％、更に好ましくは約０．００７５
重量％～約１重量％の範囲であることが好ましい。
【００５４】
臭いマスキングベースのイオノン、ジャコウ及び高揮発性香料は、各成分の沸点の範囲に
１つの特徴を有する。イオノン及びジャコウは、１気圧において約２５０℃超過の沸点を
有することが好ましい。一方、高揮発性香料成分は、１気圧において約２５０℃未満の沸
点を有する。多くの香料物質の沸点は、例えば、「 Perfume and Flavor Chemicals（ Arom
a Chemicals）」（ S. Arctander、著者出版、１９６９年）に開示されている。その他の
沸点は、種々の化学ハンドブック及びデータベース（例えば、 the Beilstein Handbook、
Lange's Handbook of Chemistry、及び the CRC Handbook of Chemistry and Physics）か
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ら得ることができる。異なる圧力（通常、１標準気圧より低い圧力）における沸点だけが
提示されている場合、標準圧又は外気圧における沸点は、沸点－圧力計算図表を使用して
概算することができる。この沸点－圧力計算図表には、例えば「 The Chemist's Companio
n」（ A. J. Gordon及び R. A. Ford、 John Wiley & Sons Publishers、１９７２年、３０
～３６頁）に記載されているものがある。適用可能な場合には、沸点を分子構造データに
基づいてコンピュータプログラムで計算することもできる。このようなプログラムには、
例えば「 Computer-Assisted Prediction of Normal Boiling Points of Pyrans and Pyrr
oles」（ D. T.Stantonら、 J. Chem. Inf. Comput. Sci.、３２、１９９２年、３０６～３
１６頁）、「 Computer-Assisted Prediction of Normal Boiling Points of Furans, Tet
rahydrofurans, and Thiophenes」（ D. T. Stantonら、 J. Chem. Inf. Comput. Sci.、３
１、１９９２年、３０１～３１０頁）及びこれらの中で引用している参照文献、並びに「
Predicting Physical Properties from Molecular Structure」（ R. Muruganら、 Chemtec
h、１９９４年６月、１７～２３頁）に記述されているものがある。
臭いマスキングベースのイオノン香料、高揮発性香料及びジャコウ成分の各成分について
、以下に詳細に記述する。
【００５５】
高揮発性香料
臭いマスキングベースの高揮発性香料は、悪臭溶媒と競合して鼻のレセプター受容体部に
到達する香料物質を含有する。これらの高揮発性香料は、脳に最初に認識され、識別され
る臭いであり、嗅覚における溶媒認識を阻害又はマスクすることに役立つ。高揮発性香料
の濃度は、臭いマスキングベースの約１５重量％～約８５重量％、好ましくは約２０重量
％～約８０重量％、更に好ましくは約３５重量％～約７５重量％、より好ましくは約４５
重量％～約６５重量％である。
高揮発性香料は、臭いマスキングベースのイオノン及びジャコウ成分より揮発性が高く、
１気圧において約２５０℃未満、好ましくは約２３０℃未満、更に好ましくは約２２０℃
未満の沸点を有する。これらの高揮発性香料は、約２～１５個の炭素原子を有するアルデ
ヒド、約３～１５個の炭素原子を有するエステル、約４～１２個の炭素原子を有するアル
コール、約４～１３個の炭素原子を有するエーテル、約３～１２個の炭素原子を有するケ
トン又はこれらの組み合わせとして分類される。
【００５６】
好適なアルデヒドの例には、ｎ－デシルアルデヒド、１０－ウンデセン－１－アル、ドデ
カナール、３，７－ジメチル－７－ヒドロキシオクタン－１－アル、２，４－ジメチル－
３－シクロヘキセンカルボキシアルデヒド、ベンズアルデヒド、アニスアルデヒド及びこ
れらの混合物が含まれるが、これらに限定されない。
好適なエーテルの例には、エチルアセテート、シス－３－ヘキセニルアセテート、２，６
－ジメチル－２，６－オクタジエン－８－イルアセテート、ベンジルアセテート、１，１
－ジメチル－２－フェニルアセテート、２－ペンチルオキシアリルエステル、アリルヘキ
サノエート、メチル－２－アミノベンゾエート及びこれらの混合物が含まれるが、これら
に限定されない。
【００５７】
好適なアルコールの例には、ｎ－オクチルアルコール、β－γ－ヘキセノール、２－トラ
ンス－６－シス－ノナジエン－１－オル、３，７－ジメチル－トランス－２，６－オクタ
ジエン－１－オル、３，７－ジメチル－６－オクテン－１－オル、３，７－ジメチル－１
，６－オクタジエン－３－オル、２，６－ジメチル－７－オクテン－２－オル、２－フェ
ニルエチルアルコール、２－シス－３，７－ジメチル－２，６－オクタジエン－１－オル
、１－メチル－４－イソプロピル－１－シクロヘキセン－８－オル及びこれらの混合物が
含まれるが、これらに限定されない。
好適なエーテルの例には、アミルクレゾールオキシド、４－エトキシ－１－メチル－ベン
ゾール、４－メトキシ－１－メチルベンゼン、メチルフェニルエチルエーテル及びこれら
の混合物が含まれるが、これらに限定されない。
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【００５８】
好適なケトンの例には、ジメチルアセトフェノン、エチル－ｎ－アミルケトン、２－ヘプ
タノン、２－オクタノン、３－メチル－２－（シス－２－ペンテン－１－イル）－２－シ
クロペンテン－１－オン、１－１－メチル－４－イソプロペニル－６－シクロヘキセン－
２－オン、パラ－第三級アミルシクロヘキサノン及びこれらの混合物が含まれるが、これ
らに限定されない。
好ましい高揮発性香料には、２－ペンチルオキシアリルエステル（ Allyl Amyl Glycolate
の商標で International Flavors and Fragrances, Inc.（米国ニューヨーク州ニューヨー
ク）から市販されている）、ベンズアルデヒド（ Amandolの商標で Rhone-Poulenc, Inc（
米国ニュージャージー州プリンストン）から市販されている）、シス－３－ヘキセニルア
セテート（ Verdural extraの商標で International Flavors and Fragrances, Inc.（米国
ニューヨーク州ニューヨーク）から市販されている）、２，６－ジメチル－７－オクテン
－２－オル（ Dihydromyrcenolの商標で International Flavors and Fragrances, Inc.（
米国ニューヨーク州ニューヨーク）から市販されている）、パラ－第三級アミルシクロヘ
キサノン（ Orivoneの商標で International Flavors and Fragrances, Inc.（米国ニュー
ヨーク州ニューヨーク）から市販されている）、ｎ－デシルアルデヒド（ Decyl Aldehyde
の商標で Aceto, Corp.（米国ニューヨーク州レークサクセス）から市販されている）及び
これらの混合物が含まれる。
好適な高揮発性香料の例及びそれらの１気圧における沸点は、米国特許第５，９１９，４
４０号に開示されているが、これらに限定されない。
【００５９】
イオノン
臭いマスキングベースは、イオノン香料成分（つまり、イオノン又はイオノン混合物）を
、臭いマスキングベースの約１５重量％～約８０重量％、好ましくは約１６重量％～約６
０重量％、更に好ましくは約１６重量％～約４０重量％の濃度で含有することが好ましい
。イオノンは、天然油に由来するか、合成的に作られる香料化学物質においてよく知られ
た種類であり、典型的に無色又は淡黄色の液体で、森林スミレのような香りを呈する。
【００６０】
臭いマスキングベースに使用するイオノン香料は、１気圧において約２５０℃超過、好ま
しくは約２５５℃超過、更に好ましくは約２６０℃超過の沸点を有し、このときイオノン
香料は、メチルイオノン、αイオノン、βイオノン、γイオノン又はこれらの組み合わせ
から選択されることが好ましい。
好適なイオノンの例には、１－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イ
ル）－１，６－ヘプタジエン－３－－オン、２－アリル－パラ－メンテン－（４（８））
－オノ－３、擬似アリル－α－イオノン、α－シトリリデンシクロペンタノン、５－（２
，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）－４－メチル－４－ペンテン－
３－オン、６－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）－１－メチ
ル－５－ヘキセン－４－オン、２，６，６－トリメチルシクロヘキシル－１－ブテノン－
３、ジヒドロ－α－イオノン、４－（２，６，６－トリメチルシクロヘキセン－１－イル
）－ブタン－２－オン、４－（２－メチレン－６，６－ジメチルシクロヘキシル）－ブタ
ン－２－オン、１－（２，５，６，６－テトラメチル－２－シクロヘキセニル）－ブタン
－３－オン、ジヒドロ－β－イロン、ジヒドロ－γ－イロン、５－（２，６，６－トリメ
チル－２－シクロヘキセニル）－ペンタン－３－オン、シヒドロ－イソ－メチル－β－イ
オノン、６－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）－５－ヘキセ
ン－４－オン、α－エチル－２，２，６－トリメチルシクロヘキサンブチルアルデヒド、
４－メチル－６－（１，１，３－トリメチル－２’－シクロヘキセン－２’－イル）－３
，５－ヘキサジエン－２－オン、６，１０－ジメチルウンデカン－２－オン、６－（２，
６，６－トリメチル－１－シクロヘキセン－１－イル）－１－メチル－２，５－ヘキサジ
エン－４－オン、６－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）－１
－メチル－２，５－ヘキサジエン－４－オン、４－（２，２，６－トリメチル－２－シク
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ロヘキセン－１－イル）－３－ブテン－２－オン、４－（２，６，６－トリメチル－１－
シクロヘキセン－１－イル）－３－ブテン－２－オン、４－（２－メチレン－６，６－ジ
メチルシクロヘキシル）－３－ブテン－２－オン、エポキシ－２，３－β－イオノン、エ
チル－２，３－エポキシ－３－メチル－５－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキ
セニル）－４－ペンテノエート、α－イオノンアントラニル酸メチル、メチル－２，３－
エポキシ－３－メチル－５－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセニル）－４－
ペンテノエート、４－（２，５，６，６－テトラメチル－２－シクロヘキセン－１－イル
）－３－ブテン－２－オン、６－メチル－β－イオノン、６－メチル－γ－イオノン、４
－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセニル）－２，３－ジメチル－２－ブテン
－１－アル、４－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）－３－メ
チル－３－ブテン－２－オン、５－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセン－１
－イル）－４－ペンテン－３－オン、５－（２，６，６－トリメチル－１－シクロヘキセ
ン－１－イル）－４－ペンテン－３－オン、４－（２，６，６－トリメチル－３－シクロ
ヘキセン－１－イル）－３－メチル－３－ブテン－２－オン、５－（２－メチレン－６，
６－ジメチルシクロヘキシル）－４－ペンテン－３－オン、４－（２－メチレン－６，６
－ジメチルシクロヘキシル）－３－メチル－３－ブテン－２－オン、４－（２，３，６，
６－テトラメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）－３－ブテン－２－オン、４－（２
，４，６，６－テトラメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）－３－ブテン－２－オン
、４－（２，４，６，６－テトラメチル－１－シクロヘキセン－１－イル）－３－ブテン
－２－オン、５－メチル－１－（３－メチル－３－シクロヘキセニル）－１，３－ヘキサ
ンジオン、２－メチル－４－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセニル）－３－
ブテン－１－アル、３－メチル－４－（２，４，６－トリメチル－３－シクロヘキセニル
）－３－ブテン－２－オン、４－（２－メチル－５－イソ－プロペニル－１－シクロペン
テン－１－イル）－２－ブタノン、４－（２，６，６－トリメチル－７－シクロヘプテニ
ル）－３－ブテン－２－オン、４－（２，６，６－トリメチル－４－シクロヘキセニル）
－３－ブテン－２－オン、２，６－ジメチルウンデカ－２，６，８－トリエン－１０－オ
ン、２，６，１２－トリメチル－トリデカ－２，６，８－トリエン－１０－オン、２，６
－ジメチルドデカ－２，６，８－トリエン－１０－オン、２，６，９－トリメチルウンデ
カ－２，６，８－トリエン－１０－オン、４－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘ
キセン－１－イル）－３－メチル－３－ブテン－２－オン、４－（２，４，６－トリメチ
ル－３－シクロヘキセン－１－イル）－３－ブテン－２－オン、５－（２－メチレン－６
，６－ジメチルシクロヘキシル）－４－ペンテン－３－オン及びこれらの混合物が含まれ
るが、これらに限定されない。
【００６１】
好ましいイオノンには、４－（２，６，６－トリメチル－３－シクロヘキセン－１－イル
）－３－メチル－３－ブテン－２－オン（ Isoraldeineの商標で Givaudan Roure, Corp.（
米国ニュージャージー州ティーネック）から市販されている）、５－（２－メチレン－６
，６－ジメチルシクロヘキシル）－４－ペンテン－３－オン（γ－メチルイオノンの商標
で Givaudan Roure, Corp.（米国ニュージャージー州ティーネック）から市販されている
）、４－（２，２，６－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）－３－ブテン－２
－オン（α－イオノンの商標で International Flavors and Fragrances, Inc.（米国ニュ
ーヨーク州ニューヨーク）から市販されている）、４－（２，６，６－トリメチル－１－
シクロヘキセン－１－イル）－３－ブテン－２－オン（β－イオノンの商標で Internatio
nal Flavors and Fragrances, Inc.（米国ニューヨーク州ニューヨーク）から市販されて
いる）、４－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）－３－メチル
－３－ブテン－２－オン（メチルイオノンの商標で Bush Boake Allen, Inc.（米国ニュー
ジャージー州モントベール）から市販されている）及びこれらの混合物が含まれる。
【００６２】
イオノンは、１つ以上の個別の香料化学物質として、あるいはイオノン香料化学物質を含
む香料化学物質の組み合わせから構成される特定香料として、臭いマスキングベースに添
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加することができる。イオノン特定香料の例には、 Alvanone Extra（ International Flav
ors and Fragrances, Inc.（米国ニューヨーク州ニューヨーク）から市販されている）、
Irisia Base（ Firmenich, Inc.（米国ニュージャージー州プリンストン）から市販されて
いる）、 Irival（ International Flavors and Fragrances, Inc.（米国ニューヨーク州ニ
ューヨーク）から市販されている）、 Iritone（ International Flavors and Fragrances,
 Inc.（米国ニューヨーク州ニューヨーク）から市販されている）及びこれらの混合物が
含まれるが、これらに限定されない。
本明細書に用いるのに好適なその他のイオノン含有物質は、例えば、オジギソウ、スミレ
、アヤメ、ニオイイリス及びこれらの混合物などの天然物質である。
【００６３】
臭いマスキングベースに使用するジャコウ及び高揮発性香料も、１つ以上の個別の香料化
学物質として、あるいは香料化学物質の組み合わせから構成される特定香料として、臭い
マスキングベースに添加することができる。好ましい高揮発性特定香料の例には、 Cassis
 Base３４５－Ｂ（ Firmenich, Inc.（米国ニュージャージー州プリンストン）から市販さ
れている）が含まれるが、これに限定されない。 N好適なイオノン香料の例及びそれらの
１気圧における沸点は、米国特許第５，９１９，４４０号に開示されているが、これらに
限定されない。
【００６４】
ジャコウ
臭いマスキングベースは、ジャコウ成分を、臭いマスキングベースの約５重量％～約７０
重量％、好ましくは約１５重量％～約５０重量％、更に好ましくは約２０重量％～約３５
重量％の濃度で含有することが好ましい。ジャコウは香料化学物質のよく知られた種類で
あり、典型的に無色又は淡黄色の物質で、特有のジャコウようの香りを有する。
臭いマスキングベースに使用するジャコウ成分は、１気圧において約２５０℃超過、好ま
しくは約２５５℃超過、更に好ましくは約２６０℃超過の沸点を有する必要があり、この
ときジャコウ成分は、多環式ジャコウ、大環状ジャコウ、ニトロ環式ジャコウ又はこれら
の組み合せであることが好ましい。また、ジャコウ成分はそれぞれ、約１２個超過、好ま
しくは約１３個超過、更に好ましくは約１５個超過の炭素原子を有することが好ましい。
【００６５】
好適な多環式ジャコウには、５－アセチル－１，１，２，３，３，６－ヘキサメチルイン
ダン、４－アセチル－１，１－ジメチル－６－第三級ブチルインダン、７－アセチル－１
，１，３，４，４，６－ヘキサメチル－１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン、１，
１，４，４－テトラメチル－６－エチル－７－アセチル－１，２，３，４－テトラヒドロ
ナフタレン、１，３，４，６，７，８－ヘキサヒドロ－４，６，６，７，８，８－ヘキサ
メチル－シクロペンタ－γ－２－ベンゾピラン及びこれらの混合物が含まれる。
好適な大環状ジャコウには、シクロペンタデカノリド、シクロペンタデカノロン、シクロ
ペンタデカノン、３－メチル－１－シクロペンタデカノン、シクロヘプタデセン－９－オ
ン－１、シクロヘプタデカノン、シクロヘキサデセン－７－オリド、シクロヘキサデセン
－９－オリド、シクロヘキサデカノリド、エチレントリデカンジオエート、１０－オキサ
ヘキサデカノリド、１１－オキサヘキサデカノリド、１２－オキサヘキサデカノリド及び
これらの混合物が含まれる。
【００６６】
好適なニトロ環式ジャコウには、１，１，３，３，５－ペンタメチル－４，６－ジニトロ
インダン、２，６－ジニトロ－３－メトキシ－１－メチル－４－第三級ブチルベンゼン、
２，６－ジメチル－３，５－ジニトロ－４－第三級ブチル－アセトフェノン、２，６－ジ
ニトロ－３，４，５－トリメチル－第三級ブチルベンゼン、２，４，６－トリニトロ－１
，３－ジメチル－５－第三級ブチルベンゼン及びこれらの混合物が含まれる。
好ましいジャコウには、１，３，４，６，７，８－ヘキサヒドロ－４，６，６，７，８，
８－ヘキサメチル－シクロペンタ－γ－２－ベンゾピラン（ Galaxolideの商標で Internat
ional Flavors and Fragrances, Inc.（米国ニューヨーク州ニューヨーク）から市販され
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ている）、シクロペンタデカノリド（ Exaltolideの商標で Firmenich, Inc.（米国ニュー
ジャージー州プリンストン）から市販されている）、エチレントリデカンジオエート（ Et
hylene Brassylateの商標で Fragrance Resource, Inc.（米国ニュージャージー州キーポ
ート）から市販されている）、７－アセチル－１，１，３，４，４，６－ヘキサメチル－
１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン（ Tonalidの商標で Givaudan 好適なジャコウの
例及びそれらの１気圧における沸点は、米国特許第５，９１９，４４０号に開示されてい
るが、これらに限定されない。
【００６７】
（実施例）

実施例において、成分名の略語は次の意味を有する。
【００６８】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６９】
以下の実施例では、割合はすべて重量で表す。
【００７０】

実施例１～１６は、食品の調理汚れ、焼きつき汚れ及び焦げつき汚れを除去しやすくする
ために、食器洗い前に使用する前処理用組成物について説明する。実施例の組成物を洗い
物に適用する。洗い物は、１４０℃で２時間焼いたパイレックス容器のラザーニャ、１５
０℃で２時間調理したステンレススチール容器のラザーニャ、１５０℃で２時間調理した
ステンレススチール容器のポテトとチーズ、１５０℃で２時間調理したステンレススチー
ル容器の卵黄及び１２０℃で１時間調理した後、１８０℃で１時間調理したソーセージと
いった異なる汚れと異なる基材から構成される。洗い物を実施例の組成物に１０分間浸け
置きした後、冷たい水道水ですすぐ。その後、典型的な食器洗い用洗剤組成物で、洗い物
を手で、あるいは自動食器洗い機（例えば、 Bosch６０３２食器洗い機）で洗浄する（５
５℃、下洗いは行わない）。典型的な食器洗い用洗剤組成物は、例えば、アルカリ性成分
、ビルダー、酵素、漂白剤、漂白剤触媒、非イオン性界面活性剤、石鹸泡抑制剤、銀腐食
防止剤、汚れ懸濁化ポリマーなどを含有する。洗い物を実施例の組成物で処理し、その後
、食器洗い機で洗浄したところ、食品の調理汚れ、焼きつき汚れ及び焦げつき汚れがきれ
いに除去された。
【００７１】
【表２】
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実施例１～１６



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７２】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７３】
【表４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７４】
【表５】
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【００７５】
実施例はすべて、２５℃における液体表面張力が２４．５ｍＮ／ｍ未満、ｐＨが１２以上
及びステンレススチール基材上の重合油脂汚れにおける４５分間の汚れ膨潤指数が少なく
とも２００％である。
マスキング香料組成物を以下の表に示す。
【００７６】
【表６】
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